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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 7 年 4 月 1 5 日 ( 2 0 2 5 . 4 . 1 5 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 4 / 2 3 2 1 6 2
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 4 - 5 5 6 7 4 4 ( P 2 0 2 4 - 5 5 6 7 4 4 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｃ ０ ４ Ｂ 3 7 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｂ ２ ３ Ｋ 2 0 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｃ ０ ４ Ｂ 3 7 / 0 0 　 　 　 Ｚ 　 　 　
　 Ｂ ２ ３ Ｋ 2 0 / 0 0 ３ １ ０ Ｚ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 9 月 2 5 日 ( 2 0 2 4 . 9 . 2 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ プ レ ー ト と 、
　 前 記 第 １ プ レ ー ト と 同 種 又 は 異 種 の 第 ２ プ レ ー ト と 、
　 前 記 第 １ プ レ ー ト と 前 記 第 ２ プ レ ー ト と の 間 の 接 合 界 面 に 存 在 す る ア モ ル フ ァ ス 層 と 、
　 前 記 第 １ プ レ ー ト の う ち 前 記 ア モ ル フ ァ ス 層 に 接 す る 側 に 存 在 す る 第 １ プ レ ー ト 変 質 層  
と 、
　 前 記 第 ２ プ レ ー ト の う ち 前 記 ア モ ル フ ァ ス 層 に 接 す る 側 に 存 在 す る 第 ２ プ レ ー ト 変 質 層  
と 、
　 を 備 え 、
  前 記 第 １ プ レ ー ト 及 び 前 記 第 ２ プ レ ー ト は 、 同 じ 緻 密 質 ア ル ミ ナ セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト で  
あ る 、
  接 合 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ア モ ル フ ァ ス 層 の 厚 み は 、 ０ ． １ ｎ ｍ 以 上 で あ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 接 合 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ プ レ ー ト 変 質 層 の 厚 み は 、 １ ０ ｎ ｍ 以 上 で あ り 、 前 記 第 ２ プ レ ー ト 変 質 層 の 厚  
み は 、 １ ０ ｎ ｍ 以 上 で あ る 、
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 接 合 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 接 合 体 の 直 径 は 、 １ ０ ０ ｍ ｍ 以 上 ５ ０ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 、
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 接 合 体 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
［ ３ ］ 本 発 明 の 接 合 体 （ 前 記 ［ １ ］ 又 は ［ ２ ］ に 記 載 の 接 合 体 ） に お い て 、 前 記 第 １ プ レ  
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ー ト 変 質 層 の 厚 み は 、 １ ０ ｎ ｍ 以 上 で あ っ て も よ く 、 前 記 第 ２ プ レ ー ト 変 質 層 の 厚 み は 、  
１ ０ ｎ ｍ 以 上 で あ っ て も よ い 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ア モ ル フ ァ ス 層 １ ３ は 、 第 １ プ レ ー ト １ １ と 第 ２ プ レ ー ト １ ２ と の 間 の 接 合 界 面 に 存 在  
す る 。 ア モ ル フ ァ ス 層 １ ３ は 、 例 え ば Ｘ Ｒ Ｄ を 測 定 し た と き に 第 １ プ レ ー ト １ １ や 第 ２ プ  
レ ー ト １ ２ と 比 べ て ブ ロ ー ド な ピ ー ク が 現 れ る 。 透 過 電 子 顕 微 鏡 （ Ｔ Ｅ Ｍ ） に よ る 接 合 体  
１ ０ の 断 面 拡 大 画 像 に お い て 、 ア モ ル フ ァ ス 層 １ ３ は 細 い 帯 と し て 観 察 さ れ る 。 ア モ ル フ  
ァ ス 層 １ ３ の 厚 み は 、 ０ ． １ ｎ ｍ 以 上 が 好 ま し く 、 ０ ． １ ｎ ｍ 以 上 ３ ０ ｎ ｍ 以 下 が よ り 好  
ま し く 、 １ ｎ ｍ 以 上 ２ ０ ｎ ｍ 以 下 が さ ら に 好 ま し い 。 Ｔ Ｅ Ｍ 観 察 に よ る ア モ ル フ ァ ス 層 １  
３ の 厚 み の 測 定 値 は 以 下 の 手 順 で 測 定 す る 。 一 視 野 の Ｔ Ｅ Ｍ 写 真 （ 倍 率 ： ４ ０ ０ 万 倍 ） 上  
で 、 接 合 界 面 に 沿 っ て １ ０ ｎ ｍ お き に ア モ ル フ ァ ス 層 １ ３ の 厚 み を ５ 箇 所 測 定 し 、 一 視 野  
に お け る ア モ ル フ ァ ス 層 の 厚 み の 平 均 値 を 求 め る 。 同 様 の Ｔ Ｅ Ｍ 観 察 に よ る 厚 み 測 定 を 、  
半 導 体 製 造 装 置 用 部 材 を 平 面 視 し た と き の 中 心 付 近 、 外 周 付 近 、 半 径 中 央 付 近 を 含 め て 偏  
り な く ３ 視 野 に つ い て 実 施 す る 。 そ し て 、 ３ 視 野 の ア モ ル フ ァ ス 層 １ ３ の 厚 み の 平 均 値 を  
測 定 値 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 実 施 例 １ ）
　 第 １ プ レ ー ト １ １ 及 び 第 ２ プ レ ー ト １ ２ と し て 、 直 径 １ ０ ０ ｍ ｍ 、 厚 み ６ ０ ０ μ ｍ 、 純  
度 ９ ９ ． ９ ％ 以 上 の 緻 密 質 ア ル ミ ナ セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト を 用 意 し た 。 次 に 、 研 磨 装 置 ２ ０  
を 用 い て 、 第 １ プ レ ー ト １ １ の 一 方 の 面 の 表 面 粗 さ Ｒ ａ が ０ ． ５ ｎ ｍ 以 下 に な る よ う に 第  
１ プ レ ー ト １ １ に 小 さ な 砥 粒 （ 平 均 砥 粒 径 ０ ． １ μ ｍ ） を 用 い て ラ ッ プ 研 磨 を 施 し た 。 ま  
た 、 第 ２ プ レ ー ト １ ２ も 、 第 １ プ レ ー ト １ １ と 同 様 に し て 、 第 ２ プ レ ー ト １ ２ の 一 方 の 面  
の 表 面 粗 さ Ｒ ａ が ０ ． ５ ｎ ｍ 以 下 に な る よ う に ラ ッ プ 研 磨 を 施 し た 。 次 に 、 第 １ プ レ ー ト  
１ １ の 研 磨 面 に 高 真 空 下 で Ｆ Ａ Ｂ と し て Ａ ｒ ビ ー ム を 照 射 す る と 共 に 、 第 ２ プ レ ー ト １ ２  
の 研 磨 面 に も 高 真 空 下 で Ｆ Ａ Ｂ と し て Ａ ｒ ビ ー ム を 照 射 し た 。 そ し て 、 第 １ プ レ ー ト １ １  
の 研 磨 面 と 第 ２ プ レ ー ト １ ２ の 研 磨 面 と が 向 か い 合 う よ う に 両 プ レ ー ト １ １ ， １ ２ を 重 ね  
合 わ せ 、 加 圧 し な が ら 接 合 し た 。 こ れ に よ り 、 接 合 体 １ ０ を 得 た 。 接 合 体 １ ０ の 接 合 界 面  
付 近 の 断 面 を Ｔ Ｅ Ｍ で 拡 大 し て 画 像 を 取 得 し た 。 そ の と き の 画 像 を 図 ４ に 示 す 。 図 ４ （ Ａ  
） は ５ ０ 万 倍 に 拡 大 し た と き の 画 像 、 図 ４ （ Ｂ ） は ４ ０ ０ 万 倍 に 拡 大 し た と き の 画 像 で あ  
る 。 上 記 の 方 法 の 断 面 Ｔ Ｅ Ｍ 観 察 よ り 、 第 １ プ レ ー ト １ １ と 第 ２ プ レ ー ト １ ２ と の 間 の 接  
合 界 面 に は 、 厚 み の 測 定 値 が ４ ． ５ ｎ ｍ の ア モ ル フ ァ ス 層 １ ３ （ 細 く て 白 い 帯 状 の 部 分 ）  
が 存 在 し て い た 。 ま た 、 第 １ プ レ ー ト １ １ の う ち ア モ ル フ ァ ス 層 １ ３ に 接 す る 側 に は 、 第  
１ プ レ ー ト 変 質 層 １ １ ａ が 観 察 さ れ 、 第 ２ プ レ ー ト １ ２ の う ち ア モ ル フ ァ ス 層 １ ３ に 接 す  
る 側 に も 、 第 ２ プ レ ー ト 変 質 層 １ ２ ａ が 観 察 さ れ た 。 上 記 の 方 法 の 断 面 Ｔ Ｅ Ｍ 観 察 よ り 変  
質 層 の 厚 み の 測 定 値 を 確 認 し た と こ ろ 、 第 １ 及 び 第 ２ プ レ ー ト １ １ ， １ ２ 共 に 厚 み の 測 定  
値 が ３ ０ ０ ｎ ｍ の 変 質 層 が 形 成 さ れ て い た 。 得 ら れ た 接 合 体 １ ０ の 接 合 強 度 を 、 ク ラ ッ ク  
オ ー プ ニ ン グ 法 で 測 定 し た と こ ろ 、 ０ ． ５ ～ ３ ． ０ Ｊ ／ ｍ 2 で あ っ た 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
（ 比 較 例 １ ）
　 ラ ッ プ 研 磨 時 に 大 き な 砥 粒 （ 平 均 砥 粒 径 ２ ０ μ ｍ ） を 用 い て 加 工 し た 以 外 は 実 施 例 １ と  
同 様 に Ｆ Ａ Ｂ 接 合 を 行 っ た と こ ろ 、 厚 み の 測 定 値 が １ μ ｍ を 超 え る 変 質 層 が 得 ら れ た が 、  
接 合 す る こ と は 出 来 な か っ た 。 こ れ は 大 き な 砥 粒 を 用 い た こ と に よ り 表 面 が 荒 れ て し ま っ  
た （ 表 面 粗 さ Ｒ ａ は １ ０ ０ ｎ ｍ ） こ と が 原 因 と 考 え ら れ る 。
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